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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月15日(2016.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　見守り対象となるユーザの見守りを行う外部の複数の見守り装置からユーザ状況に係る
状況情報を受信すると共に受信した状況情報に基づき見守り状況レベルを判定するシステ
ム側装置と、見守りに係る情報を表示する表示端末とを備える見守りシステムにおいて、
　前記システム側装置は、
　複数の度合が存在する見守り状況レベルのそれぞれに応じて、見守りの対応の仕方を示
す対応情報を格納したレベル対応テーブルと、
　見守り状況レベルを判定した場合、前記レベル対応テーブルに基づいて、判定した見守
り状況レベルに応じた対応情報をユーザごとに特定する手段と、
　ユーザごとに対応情報を特定した場合、特定した対応情報に係るユーザを示すユーザ情
報を、同一の対応情報の単位で纏めた見守り対応情報を生成する情報生成手段と、
　生成した見守り対応情報を前記表示端末へ送信する手段と
　を備え、
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　前記表示端末は、
　前記見守り対応情報を受信した場合、受信した見守り対応情報に基づいて、ユーザ情報
が同一の対応情報の単位で纏められた内容の見守り対応画面を表示する手段を備えること
を特徴とする見守りシステム。
【請求項２】
　見守り対象となるユーザの見守りを行う外部の複数の見守り装置からユーザ状況に係る
状況情報を受信すると共に受信した状況情報に基づき見守り状況レベルを判定するシステ
ム側装置において、
　複数の度合が存在する見守り状況レベルのそれぞれに応じて、見守りの対応の仕方を示
す対応情報を格納したレベル対応テーブルと、
　見守り状況レベルを判定した場合、前記レベル対応テーブルに基づいて、判定した見守
り状況レベルに応じた対応情報をユーザごとに特定する手段と、
　ユーザごとに対応情報を特定した場合、特定した対応情報に係るユーザを示すユーザ情
報を、同一の対応情報の単位で纏めた見守り対応情報を生成する情報生成手段と、
　生成した見守り対応情報を外部の表示端末へ送信する手段と
　を備えることを特徴とするシステム側装置。
【請求項３】
　前記レベル対応テーブルは、見守り状況レベルのそれぞれに応じて、ユーザごとに設定
した内容の対応の仕方を示す対応情報を格納できるようにしてある請求項２に記載のシス
テム側装置。
【請求項４】
　前記レベル対応テーブルには、対応情報に係る対応を行うべき時期を示す時期情報が格
納してあり、
　対応情報を特定した場合、前記レベル対応テーブルに基づいて、特定した対応情報に応
じた時期情報を特定する手段を備え、
　前記情報生成手段は、特定した時期情報を含む見守り対応情報を生成するようにしてあ
る請求項２又は請求項３に記載のシステム側装置。
【請求項５】
　前記情報生成手段は、表示すべき対象にする対応情報の単位の選択が可能なメニュー情
報を含む見守り対応情報を生成するようにしてある請求項２乃至請求項４のいずれか１項
に記載のシステム側装置。
【請求項６】
　前記情報生成手段は、ユーザ情報ごとに対応を行う指示の受け付けが可能な指示部に係
る指示部情報を含む見守り対応情報を生成するようにしてある請求項２乃至請求項５のい
ずれか１項に記載のシステム側装置。
【請求項７】
　前記情報生成手段は、外部の複数の見守り装置のそれぞれから受信した複数の状況情報
に基づき判定した見守り状況レベルごとのユーザ数を表すユーザ数情報を含む見守り対応
情報を生成するようにしてある請求項２乃至請求項６のいずれか１項に記載のシステム側
装置。
【請求項８】
　前記情報生成手段は、ユーザが属するグループを示すグループ情報を含む見守り対応情
報を生成するようにしてある請求項２乃至請求項７のいずれか１項に記載のシステム側装
置。
【請求項９】
　前記情報生成手段は、前記ユーザ情報を選択可能にした見守り対応情報を生成するよう
にしてある請求項２乃至請求項８のいずれか１項に記載のシステム側装置。
【請求項１０】
　前記ユーザ情報を選択可能にした見守り対応情報を送信したことに伴い、ユーザ画面の
要求情報を外部の表示端末から受信した場合、受信した要求情報に応じたユーザ画面情報
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を生成するユーザ画面情報生成手段と、
　生成したユーザ画面情報を外部の表示端末へ送信する手段と
　を備える請求項９に記載のシステム側装置。
【請求項１１】
　前記ユーザ画面情報生成手段は、対応を行う指示の受け付けが可能な指示受付部に係る
情報を含むユーザ画面情報を生成するようにしてある請求項１０に記載のシステム側装置
。
【請求項１２】
　前記ユーザ画面情報生成手段は、対応が完了した旨の受け付けが可能な完了受付部に係
る情報を含むユーザ画面情報を生成するようにしてある請求項１０又は請求項１１に記載
のシステム側装置。
【請求項１３】
　前記ユーザ画面情報生成手段は、対応を保留にする旨の受け付けが可能な保留受付部に
係る情報を含むユーザ画面情報を生成するようにしてある請求項１０乃至請求項１２のい
ずれか１項に記載のシステム側装置。
【請求項１４】
　前記ユーザ画面情報生成手段は、対応を行う者を変更する旨の受け付けが可能な変更受
付部に係る情報を含むユーザ画面情報を生成するようにしてある請求項１０乃至請求項１
３のいずれか１項に記載のシステム側装置。
【請求項１５】
　複数の度合が存在する見守り状況レベルのそれぞれに応じて見守りの対応の仕方を示す
対応情報を格納したレベル対応テーブルを有するシステム側装置が、見守り対象となるユ
ーザの見守りを行う外部の複数の見守り装置からユーザ状況に係る状況情報を受信し、受
信した状況情報に基づき見守り状況レベルを判定する見守り方法において、
　前記システム側装置は、
　見守り状況レベルを判定した場合、前記レベル対応テーブルに基づいて、判定した見守
り状況レベルに応じた対応情報をユーザごとに特定するステップと、
　ユーザごとに対応情報を特定した場合、特定した対応情報に係るユーザを示すユーザ情
報を、同一の対応情報の単位で纏めた見守り対応情報を生成するステップと、
　生成した見守り対応情報を外部の表示端末へ送信するステップと
　を備えることを特徴とする見守り方法。
【請求項１６】
　複数の度合が存在する見守り状況レベルのそれぞれに応じて、見守りの対応の仕方を示
す対応情報を格納したレベル対応テーブルと、通信手段とを備えるコンピュータ装置が、
見守り対象となるユーザの見守りを行う外部の複数の見守り装置からユーザ状況に係る状
況情報を前記受信手段で受信して、受信した状況情報に基づき見守り状況レベルを判定す
る処理を行うためのコンピュータプログラムにおいて、
　前記コンピュータ装置を、
　見守り状況レベルを判定した場合、前記レベル対応テーブルに基づいて、判定した見守
り状況レベルに応じた対応情報をユーザごとに特定する処理を行わせる手段と、
　ユーザごとに対応情報を特定した場合、特定した対応情報に係るユーザを示すユーザ情
報を、同一の対応情報の単位で纏めた見守り対応情報を生成する処理を行わせる手段と、
　生成した見守り対応情報を外部の表示端末へ前記通信手段で送信する処理を行わせる手
段として機能させることを特徴とするコンピュータプログラム。
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